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（種子田ほか，1970）。一枚の溶岩流の厚さが 30

























































（Jin Woo Park et al, 2017）
Ⅲ　現地調査結果








調査｣ にあわせて 2019 年 6 月に同様の方法で実
施し，24 地点で水質調査を行った。
1．水文観測結果


































































図 12　pH分布（2019.6） 図 13　TOC分布（2019.6）
図 14　主要溶存成分と EC・COD（CODは 2018年 12月）の分布
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表 1　現地調査と水質分析結果
71韓国・済州島の水環境に関する予察的研究
図 15　主要溶存成分組成（上：2018年 12月・下：2019年 6月）
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（ 2 ）第 2回調査（2019年 6月）
1）主要溶存成分バランスの分布
　1 回目（2018 年 12 月）とほぼ同様の結果が出





























































































































一方，大路第 4・第 5 水源には，Ca-HCO3 型の地








































































て 2018 年 12 月に行った調査と「身近な水環境の一斉
調査」として 2019 年 6 月に実施した調査を元にしてい
る。
　註 2　三宅島の調査結果は，法政大学大学院人文科学
研究科地理学専攻の 2019 年度「現地研究」（2019 年 9
月）と，その後の法政大学文学部地理学科設置の「自
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 Formanyyears, Ihavecontinuedto investigateandstudythewaterenvironmentof islands
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